
項番 評価項目 評価基準 配点

・ プロジェクトの進行に十分な人員体制がとられているか

・ プロジェクトリーダーが自治体の計画策定について携わった実績があるか

2 実績について ・ 地方自治体の計画策定において、十分な実績があるか 10

3 コストについて ・ 提示見積額（コスト）の評価 5

・ 実行可能なスケジュールが計画されているか

・ 市の定例行事等まで考慮されたスケジュールとなっているか

・ 事業の進捗が滞った際の対応について検討がなされているか

・ 提案に際し、本市の状況・課題についての調査・分析を行い、高い理解を有しているか

・ 現行計画の課題、現状について考察がされているか

・ 基本計画・実施計画を策定するために必要な基礎データについて検討され、効果的な調
査が盛り込まれているか

・ 人口推計の作成、計画人口の検討について、信憑性の高いデータが得られる検討が行
われているか

7 計画の検証の支援について
・ 現行計画の総括評価から、次期計画の策定に有効なデータが集積できる検証システム
となる検討がなされているか

10

・ 職員が計画策定をジブンゴトとして捉えられる研修内容が検討されているか

・ 施策の方針の見直しにあたっては、SDGｓの理念を取り入れた検討がなされているか。ま
た、見直しの結果、施策の優先順位をつける検討がなされているか

9
進行管理に用いる指標・目標の
設定について

・ 指標・目標に係る提案内容が、計画策定後の行政評価の実施に繋がる内容となっている
か。また、EBPMの推進に繋がる内容となっているか

10

10 基本計画書について
・ 市民向け計画概要版の構成は市民が親しみ易い、手にとって読んでもらえるような内容
となる検討がなされているか

5

11 企画提案書について ・ 企画提案書が分かりやすく、説得力があるか 5

・ 企画提案書の説明が明確でわかりやすいか 5

・ 質問に対する回答が明確でわかりやすいか 5

・ 管理責任者の業務に対する理解度、意欲は十分か 5

合計 145

1 プロジェクト体制について 15

154

6 基礎調査について 15

第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画等策定支援業務に係る委託業者選考基準

次期計画の検討について 208

スケジュールについて

12 プレゼンテーションについて

市への理解度について5 20


